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ボーリングおよび開削調査などを
用いて、堰端部と堤防との縁切り
構造を把握した。

調査箇所

堰取付部構造調査位置図

下堰左岸

下堰右岸

上堰
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下堰左岸-堰取付部構造調査結果

H16-No1

H18-L2

H18-L3

H18-L1

ボーリング地点

開削調査

H16年度平面測量

青線： S62年度新田高水敷保護工事

黒線：

開削調査で確認
した堰端部
破線部は想定線

断 面 図 模 式 図
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堰被覆コンクリート
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全体図

現地写真
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砂礫
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開削調査
範囲

堰コンクリート

1：1
.5

A.P.+6.7m

敷石（捨石）

A.P.+5.5m

H18-L1

H18-L2

H16-No1

被覆コンクリート
端部

第十堰吉野川

H18-L3 H18-L1

H18-L2
掘削

H18-L3

開削調査結果

堰端部と堤防のり尻
の距離は約50m
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R

R

R

R

H18-R1A.P.=10.05mDep=8.00m

堰被覆コンクリート
青石

取付構造（巨礫等の分布）
はない

開削掘削
護岸根入れ部の縁
切り構造を確認

堤体盛土

基礎地盤
（砂礫）

堰体内部土砂

下堰右岸-堰取付部構造調査結果

掘削側面スケッチ図

開削箇所

平面図

開削箇所

断面模式図

青石
（堰被覆）

護岸
（間知石）

法止め
コンクリート

0.6mまで
確認

掘削断面
スケッチ

土砂

コンクリート0.9m 1.0m

下
流

上
流

青石
青石

礫ｼﾙﾄ混り粗砂

砂岩、青石による砂礫（円礫)

開削調査結果

ボーリング結果

ボーリング地点

開削調査

H16年度平面測量

青線： M21年 平面図

黒線：

H18-R1

開削調査で確認
した堰端部
破線部は想定線

堰端部と堤防のり尻
の距離は約1m
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平面図

「明治21年 平面図」より

「明治34年 平面図」より

比抵抗映像法
（電気探査）

開削調査
 15k600付近

1測線

2測線

上堰-堰取付部構造調査結果

比抵抗映像法 結果図（１測線①）

木杭の分布範囲

開削調査結果　（右岸15/6 のり尻）

木杭

取付部の構造

4m
φ100～200mmの

ぐり石
（砂岩主体）

φ10～20mmの松杭
（0.5～1.0m間隔）

6m

木杭

上流

下流

右岸
堤防

上流に
2mまで

下流に
8mまで

取付部付近の模式図

1m

0.4m

2m

右岸堤防（高水護岸）

2m

下流

上流

開削結果

全体図

管理道路

上
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下

流
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２測線

開削対象とした
高比抵抗の範囲

堤体盛土

基礎地盤
（礫質土）

木
杭

表土

ぐり石

開削
箇所

砕石
（管理道路）

水制工規模のぐり石（φ100～200mm)が
管理道路まで分布。
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テキストボックス
※平成18年度石井漏水対策工事、平成18年度石井漏水対策第2工事のブランケット工の施工に伴い、調査を実施した。




